
 

 

 

 

 

 

アメリカ 2 都市の小売店で Fukushima Sake Shop Campaign 開催 

  

県産酒最大の輸出先であるアメリカ合衆国においては、新型コロナウィルスの影響により飲食

店ビジネスが影響を受け、日本酒を飲む機会が少なくなっている。そのため、現地の消費者に対

して、小売店を通してふくしまの酒を知る機会を創出し、新たな県産酒の消費拡大と販路拡大を

図るため、小売店においてＰＲイベント「Fukushima Sake Shop Campaign」を下記のとおり開

始しましたので、お知らせします。 

 

記 

 

1 期 間 2020年 11月～2021年 2月までの 4ヶ月（店舗によって異なる） 
※新型コロナウィルスの状況により、変更となる場合あり。 

 

2 場 所 ニューヨーク市内小売店 5店舗 

      サンフランシスコ市内小売店 3店舗 
 

 
 

 

 

令和２年１１月９日 

県産品振興戦略課 

副課長 吉田安宏  

電話: 024-521-8026（#2920） 

プレスリリース  



 

3 内 容 

本キャンペーンは、ニューヨーク市及びサンフランシスコ市内の小売店において、ふくしまの

酒購入者に対いして、小瓶一本プレゼント等（BUY1 GET1）を行い、様々なふくしまの酒の味

に触れてもらう機会をするイベントです。購入者特典としてノベルティをプレゼントしていま

す。 

 

 

4 現地の反応 

 【店舗側】 

  福島の酒はあまり取り扱いが無かったが、今回のキャンペーンで取り扱いを大幅に増やした。 

  お客様の反応もよいので、今後もふくしまの酒を継続的に取り扱っていきたい。 

 

 【お客様】 

 福島の酒は飲んだ事ないけど、キャンペーンを機会に買ってみたら、美味しくて驚いた。美味し

かったらから 2 回目の購入をしたよ。 
 

 


